
 
 

がんばれ広谷っ子！「スポフェス 2024」28日に開催 

□ 28 日（土）開催の「スポーツフェスティバル

2024」に向けて、広谷っ子たちが生き生きと活

動しています。 

□ スポーツフェスティバルに向けての練習期間

は年間の教育活動の中でも特殊な期間だと言

えます。猛暑の中、仲間と同じ目標に向けて、

力を合わせて練習に励んでいます。この期間

は、子どもたちにとって「できなかったことがだんだん

できるようになっていく」成長と努力の過程でした（それは今も続いています）。特

に各学年で行われているダンス等「表現」の練習では、それがはっきりと感じられま

す。何もないところからのスタートだった「表現」は、まねることから始まり、動き

を理解し、習得し、ひとつひとつの動きをつなぎ合わせ、徐々に形となっていきまし

た。コツがわかり、自信がついてくると、動きそのものがダイナミックに、力強くな

ります。通常の学校生活の中で、子どもたち自身が「できるようになっていく自分」

をこれほど感じられる期間は少ないと思います。子どもたちの様子を見ていると、目

標に向けて夢中になることや、がんばっている自分を自覚することが、“よろこび”

や“しあわせ”と深く関わっていることに改めて気づきます。 

□ 自分が保護者だった時のことを思い起こせば、運動会（本校のスポーツフェスティバ

ル）は、我が子の成長がいちばん感じられる学校行事だった気がします。毎日家庭で

顔を合わせている日常の中では、なかなか成長を見つけにくいのが現実です。しかし、

運動会は前年と比較して見るので、その分、子どもの成長がよくわかりました。子ど

もの歴史を知る親にしか感じられない子どもの成長が、きっとあるのだと思います。

今年のスポーツフェスティバルも、保護者の皆様にはそんな子どもの成長を一つで

もたくさん見つけていただく機会になればと願っています。 

□ 子どもたちには厳しいことですが、保護者や地域の皆様に見ていただけるのは一回

限りです。当日、子どもたちの演技や競技を

ご覧になる時、「できないことがだんだんで

きるようになってきた」過程を想起しながら

応援していただければありがたいです。一生

懸命に練習に取り組んできた自信を胸に、よ

ろこびいっぱいに躍動する子どもたちの姿が、

保護者や地域の皆様のよろこびへと拡散する

ことを願います。どうぞお楽しみください。 

 

養父市立広谷小学校 学校便り 

R6広谷っ子 
令和６年９月 26日発行  第 11号 

ふるさととつながり、仲間とともに 
“在りたい未来”を創造する広谷っ子の育成 

【予演会での１年生】 

【６年生の練習】 
 



■ 読み聞かせの会  ９月 11日 

毎月１回、図書ボランティアの皆様が子どもたちに「読み聞か

せ」をしてくださいます。子どもたちは、この「読み聞かせ」の日

をとても楽しみにしていま

す。読み聞かせを通して、子

どもたちは色々な世界に連れ

ていってもらえるようです。

私は、読み聞かせを聞く時の

子どもたちの顔を見るのが大

好きです。図書ボランティアの皆様も、どんな顔で広谷っ子たち

がお話を聞くのか、思いめぐらせながら本を選んでくださってい

ます。子どもたちが地域の皆様に支えられていることを実感する

「読み聞かせの会」です。 

■ イヌワシ駅伝に参加 ９月 23日 

関宮で開催された「養父市イヌワシ駅

伝」。本校からは小学女子３年生以下の

部に２チーム、小学女子４年生以上の部

に１チームの出場しました。長い距離を

走ることは本当にしんどいことですが、

自ら出場することを選んだ 11名。その

やる気と勇気を讃えます。当日はレー

スが始まる頃から雨が降り始めまし

た。冷たい雨に打たれながらも力強く走り切ったみなさん、本当によくがんばりました。小学校

女子３年生以下の部では、「きらきらかがやく 3人組」チームが３位入賞を果たしました。おめ

でとう！ 

■ 後期児童会役員演説会 ９月 24日 

広谷小学校児童会も、前期から後期へと活動を引き継ぐ時

期です。24日には後期児童会役員立候補者による演説会をオ

ンラインで行いました。立候補者たちは、よりよい児童会に

していくための自分の考えを、カメラの向こう側の全校生に

向けて、ハキハキと話しました。後期児童会役員はまもなく

正式に決定します。広谷小学校に新たな活気をもたらしてく

れる活動を期待します。 

■ 教育実習生・教育ボランティアとの学び  

９月初旬から本校卒業生の小谷虎士朗さんが教育実習にやっ

てきています。４年生を中心に、他の学年とも交流や学習を進

めてきました。先日は研究授業も行い、落ち着いて授業を進め

ることができました。実習は 27 日までですが、この４週間を

通して「先生になりたい気持ちがより一層強くなりました」と

話してくれました。うれしいことです。子どもたちにとっても、

夢を目指す先輩とのふれあいにより、多くのことを学んだ思い

出深い４週間になったはすです。 

【雨の中、タスキをつなぐ】 
 

３位入賞の２年女子チーム 
 

校長室から全校生へ 
 

実習生の授業に一生懸命に取り組む４年生 
 

この日は１・２年生が聞きました 
 

時にはニコッ。時にはポカン。 
 


